






















































































































男子 女子 合計 男子 女子 合計
高　校　生 41 56 97 42．3％ 57．7％ 31．3％
大　学　生 64 59 123 52．0％ 48．0％ 39．7％
短大・その他 23 67 90 24．6％ 74．4％ 29．0％







建設業 製造業 卸・小売業 飲食業 その他 合　計
1 16 125 121 40 303





男子 女子 合　計 男子 女子 合　脂
粉・小売業 62 63 125 49．6％ 50．4％ 41．3％
飲食業 48 73 121 39．7％ 60．3％ 39．9％
そ　の　他 17 40 57 29．8％ 70．2％ 18．8％
合計 127 176 303 41．9％ 58．1％ 100．0％
表1－4就労している職種 （人）
事　務 営　業 販　売 専門・技術 生産・技能 調理・加工 接客・サービス その他 合計
5 8 156 0 9 50 66 10 304
1．6％ 2．6％ 51．3％ 0％ 3．0％ 16．4％ 21．7％ 3．3％ 100．0％
表1－5　性別・職種別就労者数 （人）
男子 女子 合　計 男子 女子 合計
営　　業　・　販　　売 61 103 164 372％ 62．8％ 53．9％
調理・加工、接客・サービス 55 61 116 47．4％ 52．6％ 38．2％
そ　　　　の　　　　他 10 14 24 41．7％ 58．3％ 7．9％






























属　　　性 短期 中期 長期 合計
男 21．9 16．4 61．7 100．0
性別
女 21．4 22．5 56．0 100．0
大　　学　　生 16．3 14．6 69．1 100．0
学校別 短大・その他 23．3 23．3 53．3 100．0
高　　校　　生 26．8 23．7 49．5 100．0
卸・小売業 192 12．8 68．0 100．0
業種別 飲　　食　　業 17．4 25．6 57．0 100．0
そ　　の　　他 36．8 21．1 42．1 100．0
販売・営業 13．4 22．0 64．6 100．0
職種別 調理加工、接客 27．6 20．7 51．7 100．0































男子 0．8 26．8 72．4 100．0
長期休暇
女子 1．1 31．3 67．6 100．0
男子 17．1 63．4 19．5 100．0長期休暇











大　　学　　生 1．6 19．5 78．9 100．0
長期休暇 短大・その他 1．1 33．3 65．5 100．0
高　　校　　生 0．0 38．5 61．5 100．0
大　　学　　生 27．0 49．2 23．8 100．0
長期休暇
ﾈ外の休暇 短大・その他
23．5 55．3 21．2 100．0

























卸・小売業 0．8 21．6 77．7 100．0
長期休暇 飲　　食　　業 0．0 39．2 60．8 100．0
そ　　の　　他 1．8 24．6 73．7 100．0
卸・小売業 30．6 54．4 14．9 100．0
長期休暇
ﾈ外の休暇
飲　　食　　業 8．6 66．4 25．0 100．0





















販売・営業 0．6 26．8 72．6 100．0
長期休暇 調理加工・接客 1．7 36．5 61．7 100．0
そ　　の　　他 0．0 12．5 87．5 100．0
販売・営業 29．9 68．6 1．5 100．0
長期休暇
ﾈ外の休暇
調理加工・接客 14．7 58．7 26．6 100．0





































































男　　　　子 36．9 19．2 8．4 3．3 5．1 2．8 4．7 13．6 6．1 100．0
性
別 女　　　　子 35．0 13．9 18．8 3．2 7．3 4．1 3．8 9．1 5．4 100．0




短大・その他 38．5 14．9 19．3 3．7 6．8 2．5 0．6 8．1 5．6 100．0
大　学　生 36．2 19．2 17．9 4．5 4．9 4．9 0．0 8．5 4．0 100．0
進　　　　学 31．4 8．6 2．9 1．4 12．9 4．3 14．3 18．6 5．7 100．0進
路 就　　　　職 34．7 14．7 4．0 1．3 4．0 1．3 13．3 17．3 9．3 100．0




飲　食　業 36．4 14．9 6．7 3．6 6．7 2．6 8．7 12．8 7．7 100．0
そ　の　他 28．6 13．3 21．0 3．8 9．5 9．5 3．8 9．5 1．0 100．0




飲　食　業 32．7 18．5 11．4 3．3 7．1 5．2 5．7 10．0 6．2 100．0




























































男　　　　子 54．7 22．7 2．3 19．5 0．8 100．0性
別 女　　　　子 52．7 33．5 2．7 9．9 1．1 100．0




短大・その他 61．1 23．3 2．2 12．2 1．1 100．0
大　　学　　生 55．3 22．0 2．4 18．7 1．6 100．0
進　　　　学 36．7 44．9 6．1 12．2 0．0 100．0進
路 就　　　　職 55．3 36．2 0．0 8．5 0．0 100．0




飲　　食　　業 46．3 34．7 5．8 12．4 0．8 100．0
そ　　の　　他 63．2 29．8 0．0 7．0 0．0 100．0




調理加工・接客 53．3 29．3 16．7 12．1 0．9 100．0
































a友達に誘われて 2．13 1．89 2．68 61．3 2．33 1．78 1．83 13．24 10．34
b暇があるから 3．57 3．17 14．28 0．6 ＊ 3．54 3．26 3．23 8．39 39．60
c親が勧あたから 1．88 L83 0．54 96．9 1．80 L84 1．90 11．41 17．93
d何となく 2．69 2．44 7．99 9．2 2．74 2．56 2．37 17．98 2．00 ＊
e学校が面白くない 2．33 1．67 27．14 0．0 ＊ 2．42 1．64 1．73 30．07 0．02 ＊
fほしいものを買う 4．18 4．22 2．39 66．4 4．31 4．11 4．19 1．46 7．69
9遊ぶためのお金 4．07 4．17 1．16 88．4 4．19 4．07 4．12 6．90 54．75
h旅行に行きたい 2．72 3．25 10．92 2．7 ＊ 2．66 3．06 3．30 13．30 0．18
i家計の補助 1．90 2．58 18．63 0．1 ＊ 1．78 2．78 2．38 29．34 0．03 ＊
j将来にいかすたあ 2．16 2．24 4．08 38．5 2．20 2．23 2．20 1．13 99．72
k同じ仕事に就く 1．50 1．46 0．48 97．8 1．43 1．46 1．52 14．79 6．3
1仕事を知るため 2．16 2．25 1．90 75．5 2．88 2．83 2．58 6．22 62．30
m業界を知るため 2．69 2．78 0．96 91．6 2．31 2．07 2．24 5．09 74．76
n能力がいかせる 2．12 2．26 3．60 46．3 2．16 2．18 2．26 8．65 37．28
o適正をいかすため 2．11 2．27 4．09 39．5 2．14 2．20 2．21 11．63 16．83
Pエチケット・マナー 2．69 3．05 9．32 5．3 2．86 3．07 2．82 8．03 43．01
q上司と部下の関係 2．93 2．96 4．95 29．1 2．78 3．08 2．99 8．72 36．66
r同僚同士の関係 3．15 3．02 6．06 19．5 2．97 3．18 3．03 5．26 72．97



























a友達に誘われて 2．33 1．83 6．22 18．34 2．48 2．17 4．55 33．7
b．暇があるから 3．54 3．23 5．02 28．49 3．50 3．68 1．61 80．8
c親が勧めたから 1．80 1．90 7．10 12．57 1．58 2．13 4．90 29．8
d何となく 2．74 2．37 13．07 1．09 ＊ 2．79 2．72 1．21 87．6
e学校が面白くない 2．42 1．73 18．59 0．10 ＊ 2．13 2．80 6．03 19．7
fほしい物を買う 4．31 4．19 9．24 5．54 4．22 4．38 6．55 16．2
9遊ぶためのお金 4．19 4．12 1．46 83．37 4．15 4．26 3．46 48．3
h旅行に行きたい 2．66 3．30 12．48 1．41 ＊ 2．65 2．65 7．47 11．3
i家計の補助 1．78 2．38 12．43 1．44 ＊ 1．83 1．81 2．12 71．4
j将来にいかすため 2．20 2．20 0．49 97．49 2．21 2．13 3．80 43．4
k同じ仕事に就く 1．43 1．52 6．11 19．08 1．42 1．43 0．03 98．4
1仕事を知るため 2．31 2．24 2．92 57．07 2．90 2．81 0．59 96．4
m業界を知るため 2．88 2．58 3．58 46．56 2．29 2．23 1．45 83．6
n能力がいかせるため 2．16 2．26 5．46 24．35 2．25 1．98 2．20 69．9
o適正をいかすため 2．14 2．21 7．58 10．82 2．23 1．98 3．63 45．8
Pエチケット・マナー 2．86 2．82 3．58 46．61 2．92 2．72 1．94 74．6
q上司と部下の関係 2．78 2．99 4．71 31．86 2．95 2．57 2．77 59．8
r同僚同士の関係 2．97 3．03 2．69 61．04 3．02 2．89 5．17 27．1





























































a研修をしてほしい 2．72 2．79 0．77 94．3 2．63 2．60 2．97 9．59 29．52
b賃金を上げてほしい 4．42 4．10 19．3 95．2 4．31 4．09 ・4．28 6．50 59．10
c働きに応じた賃金の決定 3．92 3．52 11．69 2．0 ＊ 3．60 3．52 3．92 9．54 29．86
d上司との人間関係の配慮 3．04 2．78 6．23 18．2 2．93 2．83 2．89 4．56 80．33
e同僚との人間関係の配慮 2．94 2．73 4．68 32．1 2．89 2．69 2．83 9．52 29．99
f規則の整備 2．54 2．44 2．08 ．159．1 2．47 2．40 ’，2．56 4．82 77．63
9正社員と差別しない 2．54 2．49 8．65 7．1 2．75 2．45 2．36 10．41 23．76
h職場環境の整備 3．24 2．74 14．72 0．5 ＊ 2．98 2．69 3．10 22．96 0．34 ＊
i休みを取りやすくしてほしい 3．30 3．15 6．25 18．1 3．12 3．11 3．36 8．21 41．28
j樋による男女間の差別をしない 2．67 2．44 6．49 16．5 2．67 2．39 2．53 5．47 70．58
k男女間の賃金差別をしない 2．60 2．50 5．27 26．1 2．66 2．46 2．50 8．00 43．36
1残業を少なくする 2．67 2．28 12．66 1．3 ＊ 2．43 2．26 2．58 8．36 39．92
m急な仕事を少なくする 2．94 2．48 12．37 1．5 ＊ 2．68 2．67 2．71 6．19 62．59





























a研修をしてほしい 2．63 2．97 7．19 12．63 2．74 2．47 1．50 82．6
b賃金を上げてほしい 4．31 4．28 1．13 88．89 4．29 4．36 1．09 89．6
c働きに応じた賃金の決定 3．60 3．92 5．78 21．63 3．73 3．53 4．34 36．2
d上司との人間関係の配慮 2．93 2．89 0．73 94．70 2．85 3．04 2．98 56．1
e同僚との人間関係の配慮 2．89 2．83 2．79 59．32 2．85 2．98 1．90 75．4
f規則の整備 2．47 2．56 2．40 66．25 2．57 2．36 5．45 24．4
9正社員と差別しない 2．75 2．36 8．85 6．50 2．81 2．72 3．05 55．0
h職場環境の整備 2．98 3．10 7．99 9．19 3．00 2．96 3．31 50．8
i休みを取りやすくしてほしい 3．12 3．36 3．06 54．82 3．04 3．19 3．65 45．5
j職種による男女間の差別をしない 2．67 2．53 1．63 80．37 2．58 2．74 2．42 66．0
k男女間の賃金差別をしない 2．66 2．50 2．55 63．56 2．51 2．81 12．97 02 ＊
1残業を少なくする 2．43 2．58 2．99 56．01 2．48 2．40 1．81 77．1
m急な仕事を少なくする 2．68 2．71 4．01 40．49 2．58 2．81 4．85 30．3

































aお金を得ることは苦しいことだ 3．92 4．07 6．28 17．9 4．14 4．15 3．80 14．93 6．05
b将来の職業にいかしたい 2．60 2．63 0．11 99．9 2．47 2．64 2．64 7．20 51．56
c将来同じ仕事に就きたい 1．81 1．69 4．10 39．2 1．58 1．77 1．84 5．76 67．36
d社会参加ができた 3．08 3．32 3．43 48．8 3．08 3．30 3．32 6．82 56．67
e暇つぶしができた 3．39 3．16 3．04 55．1 3．45 3．26 3．07 8．02 43．11
f上司と部下の人間関係を学んだ 3．37 3．62 5．67 22．5 3．62 3．63 3．36 11．89 15．62
9同僚同士の人間関係を学んだ 3．39 3．65 5．76 21．7 3．39 3．62 3．65 14．91 6．09
hエチケット・マナーを学んだ 3．43 3．82 8．42 7．7 3．76 3．06 3．61 4．46 81．36
i能直をいかせた 2．74 2．94 5．33 25．5 2．91 2．91 2．77 17．24 2．80 ＊
j適性が発見できた 2．84 3．07 5．52 23．8 3．01 2．97 2．95 6．83 55．55
k業界が分かった 3．19 3．24 6．19 18．5 3．32 3．04 3．26 7．51 48．24
1アルバイ陸後輩に勧めたい 2．50 2．81 6．58 16．0 2．54 2．74 2．74 9．89 27．26
m勉強と両立できた 2．31 2．95 25．75 0．0 ＊ 2．33 2．91 2．79 18．91 1．53 ＊
nお金が得られた 4．23 4．26 1．63 80．4 4．35 4．19 4．21 5．97 65．03






























aお金を得ることは苦しいことだ 4．14 3．80 7．22 12．49 4．16 4．13 3．31 50．8
b将来の職業にいかしたい 2．47 2．64 5．03 28．43 2．44 2．51 0．93 92．0
c将来同じ仕事に就きたい 1．58 1．84 5．36 25．21 1．63 1．57 1．84 60．7
d社会参加ができた 3．08 3．32 3．43 48．79 3．13 3．19 1．10 89．5
e暇つぶしができた 3．45 3．07 4．80 30．87 3．25 3．72 5．20 26．7
f上司と部下の人間関係を学んだ 3．62 3．36 7．54 11．00 3．69 3．55 1．16 88．4
9同僚同士の人間関係を学んだ 3．39 3．65 5．76 21．74 3．66 3．61 0．95 81．4
hエチケット・マナーを学んだ 3．76 3．61 2．95 56．55 3．74 3．77 2．68 612
i能力をいかせた 2．91 2．77 2．16 70．66 2．92 2．91 4．69 32．1
」適性が発見できた 3．01 2．95 4．12 38．99 3．10 2．89 3．35 50．1
k業界が分かった 3．32 3．26 2．54 63．71 3．31 3．30 1．72 42．2
1こgアルバイトを後輩に勧めたい 2．54 2．74 6．58 15．97 2．64 2．41 3．01 55．6
m勉強と両立できた 2．33 2．79 13．09 1．08 ＊ 2．44 2．23 4．17 38．4
nお金が得られた 4．35 4．21 227 68．57 4．31 4．40 4．69 32．0
o友達ができた 4．09 3．71 11．69 1．98 ＊ 4．13 3．96 2．32 50．9
注1．＊はp＜0．05、CHITEST値は％を示す。
　2．感想の項目については、スペースの関係から省略化した内容としている。
　3。加重平均は、「いいえ」を1、「どちらともいえない」を3、「はい」を5として計算している。
に対するκ2値はそれぞれ0．93、1．10、0．95と小さく、高校生の進学組と就職組のこの3項目に
対する意識は極あて似通っていると理解できる。
IV　まとめ一学生や生徒のアルバイトとその雇用管理についての若干の考察一
　以上が本調査の分析結果である。これを基にしながら彼らに対する雇用管理の若干の留意点
について、記しておくことにする。
　さて、これまでの調査結果の分析から、高校生や短大生（専門学校生）、大学生のいわゆる
就学者のアルバイトは、ほとんどが経済的な理由によって行われていたと考えてよい。しかも、
彼らの親（保護者）のほとんどが賛成かないし同意をしているという状況の中で、アルバイト
が日常的に行われていたということである。短大生や大学生は別として、高校生の場合は、こ
れから進学か就職という進路選択を身近に控えており、いわば進路選択の重要な時期に差しか
かかっているのであるが、本調査においては進学組も就職組も統計的にはさほど有意差はなかっ
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た。つまり、両者は同じような立場や考え方でアルバイトに就いていたということである。
　しかし、高校学校のほとんどはアルバイトを禁止しているか、許可制にしており、かつその
場合においても郵便配達かそれに似通った職種であり、本調査にあった飲食業や調理加工。接
客等の職種は禁止しているのである。とはいえ、高校生の多くが親の賛成か同意を得てアルバ
イトをしている。これを労働力の需要と供給という経済的な原理によって理解すれば、正にこ
のとおりである。恐らく、このような事情から、現時点においては高校生をはじめとするアル
バイトは禁止しても禁止し得ない社会経済現象になってきている、と理解しておいた方がよい
のではないかと考える。学生や生徒のアルバイトは、どのような職種であり、どの程度である
かどうかの議論は、当人を含め家族、教育に携わる者、事業者など幅広い分野の中で行われる
べきであろう。このことは高校生の場合においては、特に重要であり、急がれる。
　そのようなことから、ここでは、彼らの雇用管理について以下のことを述べるにとどめてお
く。
①すでに触れてきているが、本調査における生徒や学生たちの多くは、単なる臨時的な、季
　節的な労働者ではなく、労働基準法第9条に規定される「労働者」であり、当該企業にとつ
　ての「従業員」ないし「社員」である。したがって、彼らの雇用管理は学生や生徒だから、
　といった安易な考えではなく、労働者として雇用するという立場が何よりも重要視されなけ
　ればならない。具体的には、労働者の権利としての有給休暇や、職業的能力開発の推進、合
　理的な賃金体系とその支払いなどが挙げられる。
②仕事を通じた教育的雇用管理が、彼らに対する基本的施策になるものと考えられる。この
　場合の教育的雇用管理の施策とは、彼らの学校や家庭状況を十分把握し、それを踏まえて雇
　用するということになる。仕事の内容は、可能な限り彼らの適性や能力が十分発揮されるも
　のであり、将来の職業選択に意義あるものが必要となる。
③特に高校生の場合は、今後、家庭、学校との連携をどのように取ればよいかが課題となつ
　てくる。アメリカにおいては就職準備教育制度（educartion　for　employment　proguram）
　があり、一定の成績である高校生が学校と家庭と連携を取りながら外食産業で働くことがで
　きるようになっている。このような制度も今後必要になってくると考えられる＊8。
④大学生や短大生においても、勉学とアルバイトが両立するよう家庭や学校関係者は十分指
　上するべきであろう。この点は、学生や生徒に対する共通的なフォローである。
＊1．この場合、正規従業員より2割程度短いということが目安であった。
＊2．学生や生徒が就労することをアルバイトと呼んだり、その学生や生徒のことをアルバイトと呼んだ
　　りする場合がある。厳密には異なるが、ここではあえて区別していない。文脈の中で使い分けるこ
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　　とにした。
＊3．「これらの労働者」とは、学生や生徒の就労すなわちアルバイトや有期的な季節的事業のたあに雇い
　　入れられる臨時労働者のことを指している。
＊4．労働基準調査会編『パートタイマー実務問答』労働基準調査会、平成9年6月、改訂3版、18ペー
　　ジ
＊5．例えば、深谷昌志氏らの1991年の調査によると、高校2年生の65．4％がアルバイトの経験があると
　　答えている。しかし、このデータが単なる一時的な就労か、あるいは半ば日常化した就労なのかは
　　明確ではない。（菱村幸彦編『キーワード教育外来語』教育開発研究所、1993年、197ページ
＊6．調査対象者数が表1－1では310、表1－2，1－3では303、表1－4，L5では304となっている。分析に当
　　たっては表1－1の310を用いることにした。
＊7，この点については、「現実逃避的動機」と「経済的動機」にデータが集中しているが、それも多くは
　　ないので、参考的に解釈することにした。
＊8。社団法人　日本フードサービス協会、労働省『外食産業の時短に関する事例報告書一生産性の向上、
　　業務改革と米国外食産業の現状と取り組み一』（平成9年3月）を参照のこと。
